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平
成
二
十
九
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

(１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成29年10月15日（毎月１回15日発行）　№764

　

第
五
四
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
二
日（
土
）、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水
訓

練
場（
由
利
本
荘
市
岩
城
）に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

秋
田
市
消
防
団 

山
内
隆
一
副
団
長
の

総
指
揮
に
よ
り
選
手
が
入
場
、
引
き
続
き

開
会
式
が
行
わ
れ
、
前
回
大
会
の
優
勝
団

か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
堀
井
啓

一
秋
田
県
副
知
事
並
び
に
中
田
潤 

秋
田

県
消
防
協
会
長
が
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
数
の
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、

秋
田
県
議
会
議
長 

鶴
田
有
司
様
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
嘉
司
憲 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か

ら
審
査
長
指
示
が
あ
り
、
鹿
角
支
部
小
坂

町
消
防
団 

亀
田
憲
人
班
長
が
選
手
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
七
分
団
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
九
分
団
、
ま
た
、
軽
可
搬

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
三
隊
が
出
場
し
、

日
ご
ろ
の

訓
練
の
成

果
を
競
い

ま
し
た
。

　

午
前
中

に
行
わ
れ

た
、
ポ
ン

プ
車
操
法

の
部
で
は
、

鹿
角
市
消

防
団
第
五

分
団
が
、

二
位
に
大

差
を
つ
け

前
回
大
会

に
引
き
続

き
優
勝
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
に
お
い
て
も
前
回
大
会
の
覇

者
、
美
郷
町
消
防
団
第
二
分
団
が
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、
昨
年

の
覇
者
大
仙
市
女
性
消
防
隊
の
成
績
を
上

回
っ
た
、
潟
上
市
女
性
消
防
隊
が
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果（
優
秀
選
手
賞
を
含
む
）は

別
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

上
段
右
か
ら
堀
井
副
知
事
・
中
田
消
防

協
会
長
、下
段
右
か
ら
鶴
田
県
議
会
議
長
・

土
田
総
合
防
災
課
長
・
鈴
木
消
防
学
校
長

ポ
ン
プ
車
は
鹿
角
市
消
防
団

第
五
四
回

第
五
四
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
四
回

第
五
四
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
四
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

平
成
二
十
九
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　

一
一
月
五
日（
日
）〜
一
一
月
一
一
日（
土
）
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第54回秋田県消防操法大会成績表
【小型ポンプ操法の部】
順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 美郷町消防団第２分団 42.52 88.5
第２位 八峰町消防団第５分団 44.41 83.0
第３位 秋田市消防団飯島分団 44.09 82.0
優秀賞 横手市十文字消防団第３分団 42.19 81.5

小坂町消防団第４分団 42.94 81.0
東成瀬村消防団第３分団 45.63 74.5
由利本荘市消防団鳥海支団第７分団 43.79 74.0
潟上市消防団飯田川支団第５分団 42.35 73.0
大館市消防団第９方面隊 44.92 52.0

【ポンプ車操法の部】

順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点
（点）第１線 第２線

優　勝 鹿角市消防団第５分団 53.60 63.78 180.0
第２位 八峰町消防団第１分団 56.24 65.42 161.5
第３位 大潟村消防団第３分団 55.88 64.29 158.5
優秀賞 秋田市消防団城東分団 59.48 66.66 156.5

にかほ市消防団第３分団 54.67 67.99 149.5
横手市十文字消防団第３分団 57.61 71.04 148.0
大館市消防団第３方面隊 63.93 79.77 126.0

【軽可搬ポンプ操法の部】
順　位 出　場　隊　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 潟上市女性消防隊 58.72 84.0

大仙市女性消防隊 63.87 82.5
横手市山内女性消防隊 64.72 75.0

【優秀選手賞】

区  分 小型ポンプ操法 ポンプ車操法 軽可搬ポンプ操法
出場団名 氏　名 出場団名 氏　名 出場隊名 氏　名

指揮者 美郷町消防団
第２分団 佐藤　　慎 鹿角市消防団

第５分団 関　　清考 潟上市
女性消防隊 伊藤由香里

１番員 横手市十文字
消防団第３分団 泉川　祐紀

鹿角市消防団
第５分団 柏木　義隆 潟上市

女性消防隊 小野　千歳

２番員 八峰町消防団
第５分団 薩摩　晃大 鹿角市消防団

第５分団 髙杉　正夫 大仙市
女性消防隊 相馬　静華

３番員 美郷町消防団
第２分団 出茂　彰真 鹿角市消防団

第５分団 安保　崇司 大仙市
女性消防隊 伊藤　優子

４番員 にかほ市消防団
第３分団 松田　芳洋 潟上市

女性消防隊 安田さおり

　

大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

榊
田　

和
則

■
総　
　

合

　

ス
ピ
ー
ド
等
確
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
が
、
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
蛇
行
や
ノ

ズ
ル
の
操
作
要
領
不
適
、
規
定
外
圧
力
送

水
が
複
数
隊
あ
り
、
さ
ら
な
る
訓
練
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

ホ
ー
ス
の
展
張
、
延
長
動
作
が
雑
で
、

そ
の
結
果
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
蛇
行
し
て
い

る
隊
が
目
立
っ
た
。
規
定
外
圧
力
送
水
も

複
数
隊
あ
っ
た
。

　

来
年
は
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
の
で
、

一
層
訓
練
に
励
み
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

ほ
し
い
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

全
体
的
に
昨
年
度
よ
り
タ
イ
ム
が
速
く

な
っ
て
い
る
が
、
ポ
ン
プ
車
同
様
ホ
ー
ス

ラ
イ
ン
の
蛇
行
が
目
立
っ
た
。

　

ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
綺
麗
な
隊
は
、
タ
イ

ム
も
速
い
の
で
、
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し

い
。

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

今
年
度
か
ら
男
性
と
同
じ
標
的
と
な
っ

た
が
、
す
べ
て
有
効
注
水
で
標
的
を
倒
し

た
。

　

一
部
に
不
確
実
な
動
作
が
見
受
け
ら
れ

た
。
確
実
な
動
作
に
加
え
、
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
目
標
に
訓
練
し
て
も
ら
い
た
い
。

競
技
審
査
の
講
評

美郷町消防団第２分団

鹿角市消防団第５分団

潟上市女性消防隊

表　彰選手答辞
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規
律
訓
練
披
露

優
秀
選
手
の
紹
介

能代市消防団能代第12分団横手市大森消防団第７分団

　

本
大
会
で
は
初
め
て
と
な
る
、「
規
律

訓
練
」
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
三
六
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
九
月
一
四
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か

ら
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋

本
敏
文
日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続

き
、
内
閣
総
理
大
臣(

代
理)

、
野
田
総
務

大
臣
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
一
五
柱
を
加
え
五
，
七
五
一
柱
と
な

り
ま
し
た
。

御霊の奉納ご遺族と中田会長

（
公
財
）日
本
消
防
協
会

　

殉
職
者
氏
名　
　
　

遺
族
氏
名

工　

藤　

清　

一

工　

藤　

延　

子

大　

友　

  　

一

大　

友　

喜
由
美

安　

倍　

久
仁
夫

工　

藤　

清　

治

大
友　

孫
右
エ
門

安　

倍　
　
　

強

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

一
番
員

　

柏
木　

義
隆

二
番
員

　

髙
杉　

正
夫

三
番
員

　

安
保　

崇
司

四
番
員

　

松
田　

芳
洋

一
番
員

　

泉
川　

祐
紀

二
番
員

    

薩
摩　

晃
大

三
番
員

　

出
茂　

彰
真

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

佐
藤　
　

慎

■
ポ
ン
プ
車
操
法

　

指
揮
者

　
　

関　
　

清
考

一
番
員

　

小
野　

千
歳

二
番
員

　

相
馬　

静
華

三
番
員

　

伊
藤　

優
子

四
番
員

　

安
田
さ
お
り

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

伊
藤
由
香
里
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秋
田
県
消
防
学
校
第
七
一
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
五
日(

金)

、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
一
六
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
六
一
名
の
修
了
生
は
、
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
鈴
木
学
校
長
が
修
了
生
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
、
ま
た
、
成
績

優
秀
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
来
賓

祝
辞
と
続
き
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。

■
優　

秀　

賞
（
四
名
）

　
大
館
市
消
防
本
部 

安
部　

慎
也

　
横
手
市
消
防
本
部 

佐
藤　
　

梓

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

戸
松　

恒
希

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

村
田　

輝
昭

■
功　

労　

賞
（
五
名
）

　
北
秋
田
市
消
防
本
部 

齊
藤　

卓
弥

　
秋
田
市
消
防
本
部 

進
藤　

陽
祐

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

佐
々
木
俊
仁

　
秋
田
市
消
防
本
部 

福
田　

公
哉

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

今
野　

涼
太

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
一
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
一
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
一
期
修
了
式

六
一
名
修
了

六
一
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

六
一
名
修
了

六
一
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

六
一
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

北
秋
田
市
消
防
本
部

消
防
士

　

 

齊
藤　

卓
弥

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

 

鈴
木　

嘉
司
憲

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

表
彰
状
授
与

　

春
、
夏
、
秋
と
季
節
も
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
こ
の
消
防
学
校
を
巣
立
ち
、
現

場
で
活
躍
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

全
安
心
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、

消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
数
多
く
の
厳
し
く
困
難
な
現

場
が
、
皆
さ
ん
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
脈
々
と
築
か
れ
て
き
た
消
防

精
神
を
胸
に
、
各
々
が
自
分
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
果
た
し
、
そ
し
て
、
仲
間
と
一

致
協
力
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と
に
よ
り
、

必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。

　

各
消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
力

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

同
様
に
地
域
住
民
の
皆
様
も
ま
た
、
あ
な

た
方
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
が
入
校
の
際
に
宣
誓
し
た
、
人
格

の
陶
冶
に
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
ら
が
選
択
し
た
消
防
人
生
で
す
。
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
を
持
ち
続

け
、
信
念
を
貫
き
、
勇
気
を
持
っ
て
職
責

を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
こ
の
半
年
間
の
努
力
に
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ど
う
か
、
事
故
や

健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、
充
実

し
た
消
防
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
の
健
闘
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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大
館
市
消
防
本
部　

小
貫　

慧
太

　

こ
の
半
年
間
は
、
訓
練
に
遅
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
と
、
食
ら
い
つ
い
て
い
く
の

に
必
死
で
し
た
。

　

初
任
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
定
着
さ
せ

て
、
現
場
で
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

齊
藤　

卓
弥

　

総
代
と
し
て
全
う
で
き
た
の
は
、
教

官
、
仲
間
の
助
け
、
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
こ
の
半
年
間
は
、
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。
毎
日
が
内
容
の
濃
い
日
々

で
あ
り
、
自
分
自
身
を
大
き
く
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

尾
留
川　

剣
汰

　

教
育
期
間
の
中
で
取
得
す
べ
き
資
格
も

取
得
で
き
、
安
心
し
て
所
属
に
帰
る
こ
と

が
で
き
良
か
っ
た
。
全
体
を
通
し
、
仲
間

の
存
在
が
自
分
を
高
め
、
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
教
官
、
講
師
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
。

横
手
市
消
防
本
部　

佐
藤　
　

梓

　

入
学
当
初
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
不
安
だ
っ
た
が
、
凡
事
徹
底
の
言
葉

の
も
と
、
最
後
ま
で
努
力
で
き
た
と
思

う
。
で
き
る
こ
と
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

き
、
成
長
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

辛
い
と
き
に
声
を
か
け
て
支
え
て
く
れ
た

み
ん
な
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
私

に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
半
年
だ
っ

た
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

大
森
依
志
樹

　

消
防
士
と
し
て
の
専
門
的
な
訓
練
や
座

学
は
と
て
も
新
鮮
で
、
働
い
て
い
く
上
で

消
防
士
と
し
て
の
土
台
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
。
消
防
学
校
で
学
ん
だ
、
知

識
と
技
術
を
生
か
し
、
所
属
で
も
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

今
野　

涼
太

　

四
月
の
自
分
と
比
べ
て
、
基
礎
的
な
知

識
・
技
術
・
体
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
ま
た
県
内
の
消
防
本
部

に
仲
間
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
互
い
に
高

め
あ
え
る
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
躍
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

髙
橋　

孝
輔

　

半
年
間
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
期
間

だ
っ
た
。
一
日
一
日
の
中
身
が
と
て
も
濃

い
半
年
間
だ
っ
た
。
消
防
士
と
し
て
の
心

構
え
、
基
本
的
な
技
術
・
体
力
を
学
び
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
忘
れ
ず

今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

橋
本　

祥
緒

　

最
初
は
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、
同
じ

志
を
持
っ
た
同
期
と
辛
い
訓
練
、
時
に
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
て
充
実
し
た

半
年
間
で
し
た
。
ま
た
、
基
礎
と
な
る
知

識
・
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
場
で
は
、
一
人
の
職
員
と
し
て
働
く
た

め
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

村
田　

輝
昭

　

消
防
学
校
で
沢
山
の
仲
間
が
で
き
た
こ

と
は
一
生
の
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
消
防
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
立

ち
、
今
は
喜
び
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た

気
持
ち
で
す
。感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

小
山
田
海
都

　

四
月
に
入
寮
し
た
と
き
、
自
分
の
整
容

が
悪
く
、初
日
か
ら
教
官
に
注
意
を
受
け
、

正
直
学
校
生
活
が
不
安
に
な
っ
た
。し
か

し
、
寮
生
活
を
し
て
い
く
う
ち
に
同
期
と

も
打
ち
解
け
、良
い
環
境
で
訓
練
で
き
た
。

簡
単
な
結
索
す
ら
時
間
が
か
か
っ
た
四
月

か
ら
、
今
で
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
多
く
、自
分
で
成
長
し
た
と
思
え
た
。

  

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

髙
橋　

大
貴

　

こ
の
半
年
間
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

失
敗
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
失
敗
し
た
数
だ
け
、
様
々
な
こ
と
を
得

て
、ま
た
考
え
さ
せ
ら
れ
た
期
間
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
私
が
一
番
嬉
し
く
思
う
の

は
、
同
じ
消
防
の
道
を
志
す
仲
間
た
ち
に

出
逢
え
た
こ
と
で
す
。

　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

佐
々
木
俊
仁

　

仲
間
と
一
緒
に
訓
練
を
行
い
、
消
防
職

員
と
し
て
大
切
な
協
調
性
、
信
頼
し
あ
う

こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。
七
一
期
そ
し

て
指
導
い
た
だ
い
た
教
官
の
方
々
は
、
一

生
の
財
産
で
あ
る
。

　

こ
の
半
年
間
を
消
防
人
と
し
て
の
ベ
ー

ス
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
。

第 71 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

渡
部　

健
人

　

こ
の
半
年
、
消
防
職
員
の
基
本
的
な
こ

と
を
訓
練
・
座
学
に
よ
り
学
び
、
ま
た
、

教
官
の
教
え
に
よ
り
自
分
の
考
え
方
や
姿

勢
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
教
育
だ
と
真
摯
に
受
け
と
め
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
自
分
も
成
長
で
き

た
と
思
う
。
教
官
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
。

秋
田
市
消
防
本
部　

澤
田　
　

崚

　

こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
の
基
礎
を
学
ぶ

に
は
あ
ま
り
に
も
短
い
期
間
で
し
た
。
こ

の
半
年
間
を
終
え
て
、
始
め
て
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
ま
で
の
努
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
引
き
締
め
て
、
長
い
消
防
人
生

に
臨
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

秋
田
市
消
防
本
部　

高
橋　
　

蓮

　

今
ま
で
の
人
生
の
中
で
一
番
辛
く
、
厳

し
く
、
ま
た
充
実
し
た
半
年
間
で
し
た
。

　

入
校
し
た
当
初
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

て
、
人
を
助
け
る
た
め
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
、
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
終

わ
っ
て
み
る
と
足
り
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
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「
消
防
団
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

五
年
前
の
五
月
深
夜
、
消
防
車
の
サ
イ

レ
ン
と
と
も
に
目
が
覚
め
寝
室
の
窓
か
ら

外
を
の
ぞ
く
と
真
っ
赤
な
炎
と
煙
り
が
立

ち
上
っ
て
い
ま
し
た
。消
防
団
員
か
ら
連

絡
が
入
り
、
近
所
の
家
か
ら
出
火
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。す
ぐ
さ
ま
着
替
え
ポ

ン
プ
小
屋
に
向
か
い
、
小
型
ポ
ン
プ
を
軽

ト
ラ
に
積
み
込
み
現
場
に
直
行
し
ま
し

た
。出
火
し
た
家
は
老
人
夫
婦
の
二
人
暮

ら
し
で
、
私
が
到
着
し
た
こ
ろ
に
は
す
で

に
半
焼
状
態
で
し
た
。深
夜
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
初
期
消
火
が
遅
れ
た
せ
い
か
火

の
勢
い
は
増
す
ば
か
り
。老
人
夫
婦
と
も

連
絡
が
取
れ
な
い
と
の
こ
と
・
・
・
せ
め

て
命
だ
け
は
助
け
た
い
と
思
い
な
が
ら
懸

命
の
消
火
活
動
。し
か
し
、他
の
消
防
団
の

応
援
も
あ
り
ま
し
た
が
無
常
に
も
家
は
全

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(二)

第13回

新
山　

 

武

　

・
横
手
市
十
文
字
消
防
団

　
　

団
員

　

・
勤
続
一
一
年

　

・
農
業

簗
瀬　

保
和

　

・
湯
沢
市
消
防
団

　
　

分
団
長

　

・
勤
続
三
六
年

　

・
農
業

焼
、二
人
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
、
消
防
団
の
集
ま
り
が
あ
る
と

当
時
の
話
が
出
て
き
ま
す
。今
ま
で
感
じ

た
こ
と
の
な
い
火
の
勢
い
と
熱
気
、
真
っ

黒
い
煙
と
独
特
の
臭
い
、
そ
の
光
景
と
二

人
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
事
実
は
今
で
も

消
え
る
こ
と
は
な
く
新
入
団
員
へ
と
語
り

つ
が
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
の
火
事
を
き
っ
か
け
に
学
ん
だ
こ

と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
の
あ
り

方
に
つ
い
て
三
点
ほ
ど
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
日
々
の
防
災
意
識
を
継
続

的
に
持
つ
こ
と
で
す
。
「
災
害
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
正
に
そ
の
通
り
で
、
火
災
予
防
週
間
や

消
防
訓
練
以
外
の
時
で
も
ど
れ
だ
け
周
り

に
気
を
配
れ
る
か
、
小
さ
な
異
変
に
気
づ

け
る
か
が
肝
心
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
農

業
で
田
ん
ぼ
や
水
路
の
見
回
り
な
ど
で
、

地
域
の
方
々
と
行
き
会
う
機
会
が
多
い
方

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何
気
な

い
日
々
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
大
切

に
、
危
険
な
場
所
・
物
が
な
い
か
目
を
光

ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が

防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
消
防
団
の
連
携
を
よ
り
密

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
あ

の
痛
ま
し
い
火
事
で
痛
感
し
た
こ
と
で
す

が
、
い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
一
番
困
る
の

が
消
防
団
員
の
集
ま
り
が
悪
い
、
ま
た
一

人
一
人
に
連
絡
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
大
き
な
災
害
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
人
手
と
連
携
・
団
結
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、
横
手
市
の

各
管
内
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防

本
部
か
ら
団
員
に
対
し
災
害
連
絡
メ
ー
ル

が
配
信
さ
れ
、
現
場
へ
の
迅
速
な
出
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
我
々
の
消
防
団
で
は
、
消
防
本

部
か
ら
の
災
害
連
絡
メ
ー
ル
を
も
と
に
、

携
帯
電
話
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
機
能
を

利
用
し
、
す
ぐ
に
部
長
か
ら
各
団
員
へ
と

一
斉
メ
ー
ル
を
配
信
し
、よ
り
細
部
に
わ
た

っ
た
招
集
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
消
防
団
の
存
在
意
義
で

す
。
火
災
や
水
害
、
地
震
へ
の
対
応
は
消

防
団
員
の
最
低
限
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す

が
、
も
う
一
歩
足
を
踏
み
出
し
地
域
の
安

全
・
安
心
、
そ
し
て
活
性
化
に
貢
献
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
少
子

高
齢
化
、
ま
た
人
口
減
少
の
影
響
で
消
防

団
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
全
体
が
縮
小
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も

そ
の
波
を
少
し
で
も
緩
め
る
べ
く
、
地
域

の
中
核
と
し
て
人
と
人
を
繋
ぐ
架
け
橋
で

あ
り
、
頼
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
交
流
の
場
に
は
消
防
団
員
が
積
極
的
に

参
加
ま
た
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
こ
と
。

行
政
と
市
民
と
の
間
に
入
り
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
不
都
合
が
あ
れ
ば
情
報
交
換
や

伝
達
を
行
う
こ
と
。
何
気
な
い
会
話
を
き

っ
か
け
に
、
防
災
・
減
災
に
繋
が
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、
災
害
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
伴

い
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
団
員
の
減
少
や
防

災
へ
の
意
識
低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
確

か
だ
と
思
い
ま
す
。
現
状
に
即
し
た
消
防

団
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
行
政
主
導
で
は
な
く
現
場
の

団
員
か
ら
も
声
を
上
げ
、
よ
り
効
率
的
に

ま
た
効
果
的
に
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
皆

で
話
し
合
い
、
安
心
・
安
全
な
地
域
を
作

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
出
来
な
い

理
由
よ
り
も
、
出
来
る
理
由
を
考
え
る
そ

ん
な
団
員
を
目
指
し
て
、
私
は
こ
れ
か
ら

も
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
三
六
年
を
振
り
返
っ
て
」　

　

「
ま
だ
消
防
が
！
」

　

三
十
数
年
間
、
妻
と
家
族
に
言
わ
れ
続

け
て
き
た
言
葉
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

「
消
防
」
イ
コ
ー
ル
「
酒
飲
み
」
と
い
う

固
定
観
念
が
地
域
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
入
団
す
る
ま
で
は
そ
う
思

　

先
輩
、
後
輩
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

今
年
四
月
か
ら
分
団
長
と
し
て
活
躍
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
と
し
て
地
域
住
民

の
福
祉
の
増
進
に
も
努
め
て
い
る
。

　

当
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

従
事
し
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、

人
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
公
私

と
も
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
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っ
て
い
ま
し
た
し
、
入
団
し
た
ら
や
は
り

そ
う
で
し
た
。
で
も
私
に
は
、
そ
の
頃
の

そ
の
場
が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
親
子
ほ
ど
の
年
の
差
が
あ
る
人
た
ち

が
、
同
じ
目
標
を
持
っ
て
、
同
じ
練
習
を

し
て
、
同
じ
話
題
で
盛
り
上
が
る
、「
へ

ぇ
ー
、
消
防
っ
て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
。」

当
時
私
は
そ
う
思
っ
た
も
の
で
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
現
在
の
構
成
か
ら
は
、
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
幅
の
広
さ
で
し
た
。

当
時
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
諸
先
輩
方

も
、
大
半
の
方
々
は
今
は
も
う
あ
ち
ら
の

世
界
に
移
り
住
ん
で
お
り
ま
す
。
本
当
に

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

入
団
か
ら
数
年
が
経
ち
、
私
も
規
律
訓

練
や
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、
団
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

記
憶
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最

初
に
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
三
番
員
で
、
出

た
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
指

揮
者
の
「
集
ま
れ
」
に
始
ま
り
、
諸
課
程

を
経
て
、
各
団
員
が
定
位
置
に
つ
き
、
私

の
「
よ
し
」
で
操
法
が
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
ポ
ン
プ
の
紐
を
二
回
引
い
て
も
エ
ン

ジ
ン
が
か
か
ら
ず
、
頭
の
中
が
パ
ニ
ッ
ク

状
態
の
ま
ま
三
回
目
を
引
っ
張
っ
た
ら
、

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
本
番
は
怖
い
、
一
回
勝
負
と
い

う
の
は
本
当
に
怖
い
と
つ
く
づ
く
思
っ
た

も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
経
験
の
後
、
今
度
は
指
揮
者
の

立
場
で
大
会
に
出
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
班
は
町
の
大
会
で
は
い
つ
も
中

位
の
成
績
で
し
た
の
で
、
私
も
他
の
団
員

も
そ
ん
な
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
「
エ
ン
ジ
ン
か
か
っ

て
、
水
が
出
て
、
的
が
倒
れ
れ
ば
い
い
よ

な
」
そ
れ
が
合
言
葉
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
大
会
が
進
む
に
つ
れ
、
順
位
も
よ
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
よ
り
も

タ
イ
ム
の
速
い
チ
ー
ム
が
三
組
く
ら
い
い

た
の
で
「
良
く
て
も
三
位
入
賞
だ
な
」
な

ん
て
、
仲
間
と
話
し
を
し
て
い
た
ら
、

「
優
勝
」
と
い
う
二
文
字
が
、
な
ん
と
私

た
ち
の
頭
の
上
に
降
り
て
き
た
の
で
す
。

分
団
の
人
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
私
た
ち

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
結
果
、
町
の
代
表
と

な
り
、
支
部
の
大
会
に
臨
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

分
署
の
か
た
が
た
の
熱
心
な
指
導
も
あ

り
、
「
柳
の
下
の
ど
じ
ょ
う
」
を
ま
た
つ

か
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部
大

会
「
優
勝
」
で
す
。
私
の
消
防
人
生
に
お

い
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

階
級
が
上
が
る
に
つ
れ
、
今
度
は
、
規

律
訓
練
の
指
導
者
と
い
う
仕
事
が
回
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
号
令

の
多
さ
に
驚
き
、
距
離
感
に
戸
惑
い
を
持

ち
な
が
ら
練
習
し
た
も
の
で
す
。
目
標
と

し
て
い
た
先
輩
が
い
た
の
で
、
見
よ
う
見

ま
ね
で
練
習
し
て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
規
律
訓
練
に
関
し
て
は
、
私
た
ち
の

分
団
の
団
員
の
資
質
は
高
い
方
だ
と
思
っ

て
い
た
た
め
、
「
俺
が
失
敗
し
ね
ば
大
丈

夫
だ
。
」
そ
の
言
葉
を
唱
え
な
が
ら
練
習

と
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
か
い
も
あ

っ
て
か
、
大
会
で
は
上
位
に
食
い
込
み
、

仲
間
た
ち
と
美
味
い
酒
を
飲
ん
だ
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

入
団
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
数
多
く
の

消
火
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
昼
火
災
、
深

夜
火
災
、
夕
方
の
火
災
、
真
冬
の
火
災
、

原
野
火
災
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
変
な
作

業
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
冬
の
消
火
活
動

は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
団
員

の
仕
事
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
林
で
の
捜
索
活
動
や
、
水
防
団
と
し
て

の
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

火
災
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
の
備
え
は
い
つ
も
心

掛
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
会
に

向
け
て
の
練
習
や
、
飲
み
会
で
培
っ
た
絆

を
強
く
し
て
い
く
こ
と
で
、
万
が
一
の
時

の
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
偶
然
に
も
去
年
湯
沢
市
で
作
成

さ
れ
ま
し
た
「
消
防
団
加
入
促
進
Ｐ
Ｒ
動

画
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
わ
ら
び
座
」
の
栗
城
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
数
日
間
の
練
習
を
し
て
一
本
の
物

語
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
か
た
が
た
と
知
り
合
え
た
の
は
、
今
思

う
と
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
で
し
た
。

打
ち
上
げ
の
席
で
は
、
思
わ
ず
「
冥
土
の

土
産
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
言
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
何
年
団
員
と
し
て
活
動

で
き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
退
団
す

る
ま
で
は
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
ま
だ
消
防
が
！
」
今
年
も
ま
た
そ
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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男
鹿
潟
上
秋
南
支
部
の
五
城
目
町
消
防

団
は
、
八
月
二
〇
日（
日
）、
二
七
日（
日
）、

九
月
一
〇
日（
日
）に
、
五
城
目
町
消
防
本

部
敷
地
内
に
お
い
て
、
火
災
防
禦
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
消
防
資
器
材
を
有
効

活
用
し
、
火
災
防
禦
技
術
の
充
実
強
化
及

び
消
防
団
員
、
署
員
の
連
携
及
び
団
結
を

強
固
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

五
城
目

町
消
防
団

一
三
ヵ
分

団
を
三
班

編
成
に
分

け
、
数
日

か
け
て
二

巡
ず
つ
の

合
計
六
回

実
施
し
、

基
本
操
作

を
繰
り
返

し
想
定
訓

練
と
、
敷

地
内
に
あ

る
消
火
栓
、
防
火
水
槽
に
つ
い
て
、
出
動

し
た
消
防
本
部
ポ
ン
プ
車
へ
の
中
継
送
水

及
び
二
又
分
水
器
を
使
用
し
た
放
水
態
勢

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-19
-13
1

-  3
-34
1
13

-  2
0
3
2
3

-  1
2

191
32
32
56
311
22
54

149
32
22
49
252
16
45

11
0
0
2
13
1
3

130
19
23
46
218
17
58

9
0
3
4
16
0
5

平成2９年 平成2８年 同期比較
9月 累計 累計9月 年計 9月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

「
五
城
目
消
防
団

　
　

火
災
防
禦
訓
練
を
実
施
」

の
確
立
、
ま
た
、
昨
年
各
分
団
に
配
備
し

た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
も
活
用
し
、
現
場
で

の
通
信
訓

練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
終

了
後
に
は

検
討
会
を

行
い
、
団

幹
部
、
署

員
か
ら
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
あ

り
、
充
実

し
た
訓
練

と
な
り
ま

し
た
。

　

当
管
内
は
、
火
災
件
数
も
少
な
く
、
団

 

員
の
減
少
に

 

よ
り
火
災
現

 

場
出
動
経
験

 
の
少
な
い
団

 
員
も
い
る
こ

 

と
か
ら
、
今

 

後
も
継
続
的

 

に
訓
練
を
実

 

施
し
、
地
域

 

の
安
心
安
全

 

に
貢
献
し
て

 

い
き
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
）


